
コンクリート床スラブの上フランジ拘束効果を活用す
ることで、横補剛材を省略できる合理的な工法です。

シアコネクタ（頭付きスタッド）によって床スラブと鉄骨
梁の上フランジを結合することにより、鉄骨梁は横座
屈補剛された梁と同等として扱うことができます。

横補剛材を省略することで、横補剛材に伴う製作や
施工を合理化することができます。

神戸製鋼所の
鉄骨梁横座屈補剛工法
横補剛材が省略可能な工法

梁上フランジに作用する床スラブおよび頭付きスタッドからの
回転拘束・水平拘束を考慮することで、梁の横座屈の発生を
抑えられます。

床スラブによる拘束効果

本工法による梁は、横座屈補剛された梁と同等として扱うこと
ができ、設計上の取り扱いを以下とすることができます。

① 許容曲げ応力度 fb を許容引張応力度 ft と同等として扱う
ことができます。

② 保有耐力横補剛が満たされた梁と同等として扱うことがで
き、終局曲げ強度は鉄骨梁の全塑性モーメントMpとし、必
要な塑性変形能力を確保できるものとすることができます。

日本建築総合試験所において技術審査を受け、建築技術性
能証明を取得しています。（2022年12月12日）
*1 ：GBRC性能証明 第22-22号

日本建築総合試験所の性能証明を取得*1

設計上の取り扱い

特長

• 頭付きスタッドが梁幅方向に複数行配置される場合の剛
性を設計に反映できます。

• 崩壊形式（横座屈または局部座屈）に応じて塑性変形能
力を評価できます。

適用範囲

主な適用範囲は以下の通りです。

【梁】

H (mm) 1500以下

tf (mm) 6～50

tw (mm) 6～25

H/B 4.5以下

L/H 5～20

強度クラス(N/mm2) 400～550

H：梁せい、B：梁幅、tf ：フランジ厚

tw：ウェブ厚、L：梁の材長

【床スラブ】

鉄筋コンクリート床スラブ厚さ ：140mm以上

合成デッキスラブ厚さ ：山上80mm以上

梁の設計フロー

本工法の梁設計スタート

適用範囲の確認
構造規定の確認
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【本工法を適用する梁の弾性横座屈耐力Mcr 】

Mcr ：梁の弾性横座屈耐力（kNm）

Mcre ：無拘束時弾性横座屈耐力 （kNm）

Mcrm′ ：上フランジを連続完全拘束されたH形鋼の

弾性横座屈耐力の最小値（kNm）

α1，α2 ：境界条件や応力勾配で決まる定数

(α1 = 1.211，α2 = 1.7452)

βR ：低減係数 (=0.95)

【本工法を適用する梁の一般化横座屈細長比λb 】

λb ：梁の一般化横座屈細長比 (λb ≤ 0.52)

Mp ：全塑性耐力（kNm）(= F ・Zp )

F ：鋼材の基準強度（N/mm2）

Zp ：塑性断面係数（mm3）

【幅厚比指標WF】

WF ：幅厚比指標 (WF ≤ 0.75)

E ：鋼材のヤング係数（N/mm2）

σyf ：フランジの降伏応力度（N/mm2）

σyw ：ウェブの降伏応力度（N/mm2）

4.4 α ≤ 1/6

k = 5.18 – 4.6α 1/6 ≤ α ≤ 1/2

2.9 α ≥ 1/2

α = (1/6 + Af / Aw ) β / λw

d ：ウェブのせい（mm）(= H – 2 ・ tf )

b ：フランジの半幅（mm）(= B/2 )

Af ：フランジの断面積（mm2）(= B ・ tf )

Aw ：ウェブの断面積（mm2）(= d ・ tw )

β ：曲げ応力勾配

(0.0 ≤ β ≤ 2.0，0.0：一様曲げ、2.0：逆対称曲げ)

λw ：ウェブ辺長比 (= L/bw )

bw ：フランジ中心間距離（mm）(= H – tf )

【崩壊形式の判定】

WF / λb ≤ 1.4 の場合 ：横座屈

WF / λb > 1.4 の場合 ：局部座屈

【塑性変形能力の評価】

横座屈の場合 ： R = 110 (0.65 – λb )2

局部座屈の場合 ： R = 32 ( 1.0 – WF )2

R ：塑性変形倍率

【梁の種別】

R ≥ 4.0 の場合 ： FAランク相当

R ≥ 2.0 の場合 ： FBランク相当

梁の設計

スタッド配置の例 試験装置

【実大架構実験】

実大架構実験により、崩壊形式の判定ならびに、崩壊形式ごと
の塑性変形能力の評価の妥当性を確認しています。

解析モデル 解析結果

技術内容

【要素実験】

梁－床スラブ接合部の要素実験により、梁幅方向に複数行の
スタッドが配置された場合であっても、弾性剛性を適切に評価
しています。

試験体および試験装置

試験体形状 実験と計算の比較

λb = ΤMp Mcr

WF =
1
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Mcr 
= βR (α1Mcre + α2Mcrm′ )
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実験状況 梁端モーメント－回転角関係

【有限要素解析】

有限要素解析により、実構造を想定したパラメトリックスタディ
を行い、塑性変形能力の評価の妥当性を確認しています。

ご不明点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

神戸製鋼所 建築土木製品窓口

Mail：construction.products@kobelco.com  260416

お問い合わせ
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Loading Unloading

1a×1 0.64 1.02

1b×1 3.10 4.49

1c×1 5.00 7.71

1d×1 7.53 12.46

1e×1 15.11 -

2bd×1 11.81 -

2ae×1 15.31 22.74

4abde×1 12.18 11.06

1c×1_O 6.66 8.84

1c×1_P 9.41 12.05

1c×1_F 6.91 9.39

2bd×1_O 14.14 19.57

2bd×1_P 15.29 22.66

2ae×1_O 28.72 32.20

2ae×1_P 30.27 20.23

2ae×1_F 17.45 23.56

4abde×1_O 34.82 29.56

4abde×1_P 18.39 34.81

1c×1_e75 5.00 7.63

1c×1_e100 4.99 8.22

1c×1_e125 4.89 8.17

1c×1_e250 6.04 10.12

2bd×1_e75 - -

2ae×1_e75 - -

4abde×1_e75 - -

1c×2@100 8.16 11.86

1c×2@200 8.18 13.80

1c×2@400 11.53 16.66

2bd×2@200 18.78 20.84

2ae×2@200 54.37 42.57

4abde×2@200 - -

2bd×2@200_e75 - -

2ae×2@200_e75 - -

【6】 1c×1_NC 8.36 12.13
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